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それで この 作 は 救われて いる ご 此の 言 は 或る 特別の 

場合に は その 作家に 対する 親切な 激励と なる。 然し 多 

くの 場合に は、 その 作家に 危険な 影響 を 与える。 

茲で 一 寸 芸術に 対する 私の 考え を 述べなければ なら 

ない が、 それ は 長くなる から、 先ず 概略 を 云う と、 私 

は 芸術に 或る 点まで 具象 性と 独立性と を 要求す る。 芸 

術 は 丸 彫に された もので なければ ならない。 (この 丸 

彫と いう 言葉 はいつ か 武者 小路 氏に よって 使われて い 

たように 記憶す る、 但し 茲に 私が 謂う のと 同じ 意味で 

かどう か 覚えて はいない が。) 換言すれば、 芸術 は 単な 

る 感想で はない。 思想の み を 内容と する 芸術 を 私 は 信 
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